
⑤
創
造
的
都
市
形
成
・
都
心
部
活
性
化
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

１
　
は
じ
め
に

　
創
造
都
市
・
横
浜
を
形
成
す
る
に
あ

た
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
で
き
る
こ
と
、

あ
る
い
は
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
い
う

の
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
経
済
研

杉
浦
　
裕
樹
・
大
枝
　
奈
美
・
高
峯
　
高

究
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
※
①
が
共
同
で
行

っ
て
い
る
「
横
浜
都
心
部
活
性
化
の
方

法
」
に
っ
い
て
の
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
よ

り
、
横
浜
の
生
の
声
を
拾
い
上
げ
て
み
る

と
と
も
に
、
仮
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

２
　
創
造
的
都
市
形
成
の
調
査
研
究

①
研
究
の
背
景

　
こ
の
と
こ
ろ
み
な
と
み
ら
い
線
が
開

通
し
、
横
浜
都
心
臨
海
部
は
全
国
的
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
歴
史
的
建

造
物
を
活
用
し
た
文
化
芸
術
の
実
験
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
B
a
n
k
A
R
T
　
1
9
2
9
」
の

開
始
、
開
港
・
開
国
１
５
０
周
年
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
、
第
２

回
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
開
催
も
発

表
さ
れ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
新
聞
、
Ｔ

Ｖ
Ｋ
、
横
浜
産
業
振
興
公
社
な
ど
が
入

居
す
る
「
横
浜
メ
デ
ィ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
」
も
こ
の
春
よ
り
稼
働
す
る
。

　
横
浜
で
は
平
成
1
4
年
４
月
に
中
田
市

長
に
な
っ
て
か
ら
「
民
の
力
が
存
分
に

発
揮
さ
れ
る
社
会
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
協
働

型
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
不
特

定
多
数
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
存
在

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
地

域
を
良
く
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
行

政
や
企
業
に
ま
か
せ
っ
き
り
に
し
な
い

で
、
地
域
に
関
心
を
持
つ
市
民
が
課
題

解
決
に
向
け
て
自
ら
「
志
」
を
も
っ
て

情
報
発
信
し
賛
同
者
を
集
め
て
活
動
デ

ザ
イ
ン
を
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
こ

こ
数
年
で
確
立
し
っ
っ
あ
る
。

②
研
究
の
概
要

　
今
回
の
研
究
は
、
横
浜
都
心
部
の
持

つ
文
化
芸
術
等
の
資
源
を
、
都
心
の
求

心
力
を
構
築
す
る
素
材
と
し
て
活
用
・

発
信
す
る
人
材
を
発
掘
す
る
と
と
も

に
、
文
化
芸
術
の
活
動
や
交
流
が
で
き

る
場
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
展
開
等
、
集
客
効
果

を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
基
礎
デ
ー

タ
を
収
集
整
理
し
、
効
果
的
な
都
心
部

活
性
化
策
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
研
究
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
リ
ソ
ー
ス
発
掘
と
研
究
会
に
よ
る

都
心
部
活
性
化
策
の
検
討
の
２
つ
の
柱

で
進
め
て
い
る
。

③
研
究
の
途
中
経
過

　
今
回
、
文
化
芸
術
の
創
造
力
を
社
会

に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
文
化
芸

術
の
情
報
や
価
値
が
顕
在
化
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

れ
ら
を
発
掘
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

評
価
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
都
心
部
の
活
性
化
策
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
有
効

な
情
報
集
積
と
な
る
』
と
い
う
仮
説
の

基
に
、
横
浜
で
実
際
に
文
化
芸
術
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
研
究
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
り
、
関
心
キ
ー
ワ
ー
ド
の
抽
出
を
行

っ
た
※
②
。

　
な
お
、
研
究
会
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
ラ
ン

ド
リ
ー
氏
※
③
ら
有
識
者
、
専
門
家
、
実

践
者
を
お
招
き
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

３
　
創
造
的
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

担
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
機
能

　
さ
て
、
こ
こ
で
、
今
回
の
調
査
研
究

よ
り
、
「
創
造
的
都
市
づ
く
り
の
た
め

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
担
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

わ
れ
る
機
能
」
に
つ
い
て
、
中
間
報
告

的
な
位
置
づ
け
で
は
あ
る
が
、
仮
説
を

述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ソ
ー
ス
パ
ン

　
ク
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
セ

　
ン
タ
ー
（
通
信
社
）
機
能

　
地
域
の
価
値
あ
る
情
報
を
収
集
、
蓄

積
、
編
集
、
発
信
、
共
有
す
る
機
能

　
独
自
に
情
報
を
発
信
す
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
や
企
業
に
対
し
て
も
情

報
を
配
信
し
て
い
く

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

※①平成1 4年にまちづくりの中間支援組織としての活動を目指し設立された非営利の研究機

関で、横浜ワールドポーターズ内「ＮＰＯスクエア」に拠点を設置。同年1 0月には、旧富士銀

行に横浜市が設置した市民活動共同オフィス内にクリエーターやアーティストの才能や技術に

よりNPOや行政等による公益的なプロジェクトやその活動に参加する志あるクリエーター達の

支援を目的に非営利団体「クリエイティブサポート横浜」を設置し、「YOKOHAMAハーバーラ

イトファンタジー2002」の企画提案・実施や「たすけあいゆい」「アリスセンター」などの

WEBサイト作成、シンポジウムや交流イベントの制作運営などを行ってきた。平成1 5年に

NPO法人として認可され､横浜都心部を中心としたまちづくりを主要な研究テーマとしている。

本研究は横浜市立大学研究奨励交付金地域貢献促進費に提案し採択を受けて、横浜市立大学経

済研究所村橋研究室と共同で実施している研究プロジェクトである。　　　　。　。･　ソ　■■■　■■■
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図一1 ｢ヒヤリング・研究会で得られた関心キーワード｣ 　
に
基
づ
く
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー

　
機
能

　
合
意
形
成
・
連
携
促
進
の
た
め
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
、
産
官
学
民
が

連
携
す
る
た
め
の
共
通
の
土
台
と
し
て

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
機
能
、
セ

ク
タ
ー
を
横
断
し
て
っ
な
げ
て
い
く
中

間
支
援
機
能

③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
イ
ン
キ
ュ
ベ

　
ー
シ
ョ
ン
機
能

　
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
新
た
な
も
の
を
生
み
出
し
て
い

く
事
業
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
機
能
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
、
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン

ク
機
能

④
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
評
価
シ
ス
テ
ム
運

　
営
機
能

　
専
門
家
に
よ
る
評
価
ボ
ー
ド
に
基
づ

く
事
業
性
、
社
会
性
、
文
化
性
等
の
評

価
基
準
の
策
定
機
能
と
そ
の
事
件
に
対

す
る
評
価
機
能

⑤
調
査
研
究
市
民
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ

　
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

　
大
学
・
企
業
・
行
政
等
か
ら
の
調
査

研
究
受
託
、
中
間
支
援
組
織
・
メ
デ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
含
む
産
官
学
民
の
連

携
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
シ
ン
ク
タ

ン
ク
機
能
、
行
政
に
対
す
る
政
策
提
言

機
能

⑥
学
び
と
交
流
の
場
づ
く
り
機
能

　
文
化
芸
術
の
教
育
・
起
業
家
教
育
な

ど
の
学
び
の
機
能
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

・もし私が都市経営をするとしたら、市内に5000のクリエ

　イティブミリュー（創造的環境・スペース）を確保し、

　素敵な人々を集め、そこに語らえる場をつくるだろう

・計画は大切だが固執する必要はなく、有機的に変わりな

　がら進めていくもの

・○○だからできないではなく、もし○○ならできるとい

　う態度(can do態度）が大切

･1000日で横浜でできる100の小さいこと､10の大さいこ

　とを考えてみてはどうか

・横浜でメディエーターIの養成プログラムづぐりに取り組

　んでみたら良いのではないか

※②ヒアリングで得られた関心キーワードとコメント

【図―１：キーワードマップ】

・「まとまらなさ」が現状にも将来にも出てくるカオスの

　街としての横浜

・「ミニ東京」にはなりたくない、という意識が強くある。

　横浜のオリジナリティにこだわりがある

・田園風景とアーバンシティがこんなに近く味わえるとい

　うことも横浜の売りとすべき

・文化芸術はもともと多様な価値観のものなので、それを

　中心的に担えるのはNPOではないか

・都市や市民の魅力と創造力を高めるさまざまな取り組み

　がはじまる

51●

・横浜には既に多くの文化芸術に関するインフラがある

　が、市民活動やNPO活動にどれだけ開放されていくの

　だろうか

〔研究会で得られた知見やアイデア〕

・クリエイティブシティ形成のために必要なのは、クリエ

　イティプなヒト

・ユニークなアイデてアと行動力を持った個性的なヒトが

　必要

・創造的な考えを実行に移せるヒトは誰もがクリエーター

・横浜の歴史性、地域性を考えるとクリエイティブシティ

　の要素を十分に持っている



ヒ
ト
や
場
に
接
す
る
経
験
の
提
供
機
能

⑦
公
共
的
な
場
の
管
理
運
営
、
人
材
の

　
派
遣
機
能

　
劇
場
、
公
共
施
設
・
空
間
等
で
実
施

で
き
る
ソ
フ
ト
の
企
画
運
営
と
場
の
活

用
を
支
援
す
る
人
材
の
派
遣
機
能

　
こ
こ
で
は
、
上
記
の
中
よ
り
、
①
～

④
の
４
つ
の
機
能
に
っ
い
て
、
ポ
イ
ン

ト
立
て
て
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ソ
ー
ス
バ
ン
ク

　
と
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
機
能

　
創
造
都
市
形
成
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

そ
の
価
値
あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
一
元
的
に

見
ら
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ー
ト
、

カ
ル
チ
ャ
ー
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業

情
報
、
ス
ポ
ッ
ト
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等

の
ト
レ
ン
ト
情
報
な
ど
様
々
な
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
の
情
報
資
源
の
、
収
集
、
編

集
、
蓄
積
、
共
有
化
を
図
り
、
『
社
会

の
共
有
財
』
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

な
形
に
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
一
方
、
集
積
し
た
情
報
を
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
通

信
社
的
に
発
信
し
て
い
く
機
能
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
情
報
源

と
な
る
文
化
芸
術
活
動
団
体
（
拠
点
・

ク
リ
エ
ー
タ
ー
）
、
支
援
機
関
、
行
政

等
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
情

報
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
は
、
情
報

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
踏
ま
え
、
最
新
の

情
報
技
術
を
活
用
し
て
配
信
し
て
い
く

仕
組
み
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
情
報
を
提
供
し
た
結
果
、
認
知
度
・

信
用
度
・
信
頼
度
が
向
上
し
、
外
部
経

営
資
源
の
調
達
が
可
能
に
な
る
な
ど
の

効
果
が
あ
が
り
、
情
報
が
好
循
環
す
る

仕
組
み
を
持
つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

②
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー
機
能

　
創
造
都
市
の
形
成
は
、
ど
こ
か
１
つ

の
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は

な
く
、
産
官
学
民
・
メ
デ
ィ
ア
が
協

働
・
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
現
状
で
は
、

各
セ
ク
タ
ー
間
の
横
の
っ
な
が
り
は
あ

ま
り
な
く
、
セ
ク
タ
ー
内
、
あ
る
い
は

分
野
別
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
中
で
閉
じ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
セ

ク
タ
ー
間
を
つ
な
い
で
い
く
中
間
支
援

組
織
の
役
割
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
文
化
芸

術
・
観
光
・
も
の
づ
く
り
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
に
関
わ
る
各
組
織
が
持
つ
リ
ソ
ー

ス
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
と
し
て
有
機
的
に
結
合
・
連

携
さ
せ
て
、
様
々
な
試
み
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

③
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
事
業
イ
ン
キ
ュ
ベ

　
ー
シ
ョ
ン
機
能

　
横
浜
を
創
造
都
市
と
し
て
活
性
化
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
済
的
に
成
り
立

つ
新
し
い
事
業
・
産
業
を
起
こ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
事
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
横
浜
と
い
う
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
リ
ソ
ー
ス
を
う
ま
く
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
リ
ソ
ー
ス
バ

ン
ク
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
事
業

開
発
・
起
業
に
対
し
て
、
各
種
専
門
家

か
ら
成
る
「
目
利
き
ボ
ー
ド
」
に
よ
る

評
価
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
評
価
さ
れ

た
案
件
に
対
し
て
は
、
資
金
調
達
を
は

じ
め
、
各
種
経
営
資
源
の
提
供
を
受
け

ら
れ
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
産

業
界
か
ら
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
あ
る
い
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と

い
っ
た
分
野
に
対
す
る
積
極
的
な
参
画

も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

④
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
評
価
シ
ス
テ
ム
運

　
営
機
能

　
集
積
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
リ
ソ

ー
ス
を
、
実
際
に
社
会
化
し
て
い
く
た

め
に
は
、
活
動
や
事
業
の
持
続
可
能
性

や
文
化
的
価
値
、
社
会
的
価
値
な
ど
を

４
　
ま
と
め

　
新
し
い
社
会
的
・
公
共
的
主
体
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

　
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
や
は
り
「
ヒ

ト
」
で
あ
り
、
創
造
的
都
市
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
や
意
識
、
志
を

持
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド
を

持
っ
た
ヒ
ト
の
数
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
特
に
、
心
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
の

形
成
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
、

新
た
な
需
要
や
高
い
付
加
価
値
を
生
み

だ
し
多
く
の
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
文
化
芸
術
の
振
興
の
た
め

に
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
明
確
に
し
、
政
策
形

し
っ
か
り
と
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
そ
の
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
段
階
に

あ
る
創
造
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
長
所
と

短
所
を
き
ち
ん
と
評
価
す
る
仕
組
み
を

具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
金
融
、
文
化

芸
術
、
産
業
な
ど
の
各
種
専
門
家
群
か

ら
な
る
、
目
利
き
ボ
ー
ド
と
で
も
呼
ぶ

べ
き
、
評
価
基
準
の
作
成
と
実
際
の
プ

ラ
ン
の
審
査
・
評
価
を
行
う
機
関
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産

業
を
ヨ
コ
ハ
マ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
分
類
を

し
て
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
評
価
基

準
を
設
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
オ
ー

プ
ン
か
つ
参
加
型
で
行
っ
て
い
く
よ
う

に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、

創
造
の
過
程
を
評
価
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

成
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
人
材
を
多
方
面
か
ら
集
め

る
た
め
に
は
、
打
ち
出
し
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
魅
力
的
に
仕
立
て
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
を
い
い
形
で
プ
ラ
ン

テ
ィ
ン
ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
研
究
を
通
じ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
（
ア
プ
ロ
ー
チ
）
に
共
鳴

し
、
地
域
社
会
の
創
造
的
課
題
解
決
に

意
欲
を
燃
や
す
民
の
力
の
「
共
創
の
舞

台
」
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
創
造
性
を
発

揮
し
、
魅
力
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
の
姿
が
、
ま
た
新
た
な
人
を
引

※③1948年生まれ。英国、ドイツ、イタリア各国で研究を行い、3ヶ国語を話す。企画コンサ

ルタントのシンクタンク「コメディア」を1978年に設立。ヨーロッパを代表するシンクタンク

として35ヶ国で、文化活動を通して市民、社会、そして経済の再活性プロジェクト、クオリテ

ィ・オブ・ライフ研究プロジェクト。カルチュラル・インダストリー、都市・地域活性化プロ

ジェクトなど多数手掛ける。現在の関心は、クリエイティブ・シティに関する国際比較、創造

性を喚起する都市環境、文化芸術が社会の及ぼす効果など多分野にわたる。
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図―2　創造都市形成のためのＮＰＯを主体とした構造モデル
き
っ
け
て
い
く
よ
う
な
連
関
性
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
「
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
イ
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
街
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
創
造
的
事
象
を
発
し
て
い
く
と
と

も
に
、
そ
れ
を
享
受
す
る
市
民
が
存
在

し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
真
に
豊
か

で
創
造
的
な
生
活
の
あ
り
様
を
市
民
感

覚
と
し
て
醸
成
す
る
に
は
長
い
時
間
が

か
か
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

い
う
一
つ
の
ポ
リ
シ
ー
で
活
動
す
る
組

織
が
継
続
的
に
言
い
続
け
る
事
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
新
し

い
産
業
と
い
う
視
点
で
捉
え
る
と
と
も

に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
そ

の
も
の
の
価
値
を
再
確
認
し
て
い
く
こ

と
や
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
マ
イ
ン
ド

を
持
っ
た
人
た
ち
が
連
携
し
て
新
し
い

社
会
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り

だ
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
主

体
に
創
造
的
都
市
形
成
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
い
く
こ
と
の
本
当
の
意
義
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

－
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本研究の成果は下記URLで見ることができます

http://yokohamalab. jp/creativecity/
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